
＜担い手への農地集積等を実施している事例＞

○農業公社を核とした取り組み

１．集落協定の概要

富山県南砺市利賀市町村･協定名
な ん と し と が

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
ha 水稲57

交 付 金 額 個人配分 ％50
706 役員報酬 0％万円 共同取組活動

50 農道・水路整備費 0％（ ％）
多面的機能増進活動費 0％
その他（農業公社機械購入等活動） 50％

農業者 133人、その他 1組織協定参加者

２．取組に至る経緯

本地域は、小規模な集落が点在している山村地域で、高齢化と後継者不足が進んでいるこ

とから、地域内の農用地をどのように維持していくかが課題となっていた。

そのような中で、平成12年度より始まった本制度を活用し、耕作放棄地の発生防止及び減

少に努めてきた。

しかし、それぞれの集落で対応することには限界があり、農業の活性化を地域全体の問題

としてとらえた方がよいという気運の高まりや、本制度を通じて地域住民の農地保全への意

識も高まり、平成12年7月に農業公社を設立し、平成17年度からの今期対策では、地域一円で

集落協定を締結し、交付金の半分を共同取組として農業公社の活動費に充て取組んでいる。

３．取組の内容

農家の自主性を重視しつつも地域農業の核となるべく設立された農業公社により、農家

の将来への不安が減少するとともに農業生産の維持・拡大を図る事ができ、村の活力維持

に繋がっている。また、平成13年度より始まり定着化した「そばオーナー農園事業」のよ

うに地域住民と都市住民とが一丸となって耕作放棄田を復旧する事業を推進している。

そばオーナー農園事業取組 水路の江浚



［集落の将来像]
○核となる集積対象者（利賀村農業公社）への農作業の集積。
○イベントによる都市との交流。

［将来像を実現するための活動目標]
○核となる集積対象者（利賀村農業公社）への農作業の集積。
○そばオーナー農園事業の展開による都市との交流、特産ブランド振興等の地域PR。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

（田57ha） 担い手への農作業の委託農地の耕作・管理 きゅう肥の施肥
（農業公社に3作業 19.5ha）（5.5ha）

個別対応＋共同取組活動
農業公社への基幹作業委託 共同取組活動 共同取組活動（ ）

水路・作業道の管理 その他の活動
・水路 年2回

清掃、草刈り そばオーナー農園事業
・道路 年2回 (平成13年度より開始）

簡易補修、草刈り
共同取組活動＋地域一体

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

共同取組活動

集落外との連携
○「みんなで農作業の日」iｎ五箇山実行委員会を組織する行政、農協、NPO法人等と連
携し地域の活性化を推進する。

４．取組による変化と今後の課題等

地域住民の農地保全への気運が下降しないためにも、農業公社による作業受託や関係機関

・団体との連携強化等を推進し、地域単位の営農体制の安定及び発展を図ることが必要であ

る。

［平成21年度までの主な成果］
○そばオーナー農園事業による地域の活性化
平成21年度参加者107名

○担い手集積化（当初12.4ha、目標18ha、H21実績19.5ha）


